
 
 

   

   

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

3 月 15 日、晴天に恵まれ第 62 回卒業証書授与式を行いました。昨年同様、在校

生も同席し、保護者の方々に見守られながら 52名の卒業生が巣立っていきました。

感染症の影響を強く受けた 3 年間でしたが、卒業生は伝統を受け継ぎながらも柔軟

な発想と新たな試みを取り入れることで、行事や部活動、日々の委員会活動を通し

て最上級生としてのあるべき姿を見せてくれました。卒業生が残したものを大切に

しながら、みんなでよりよい青中を築いていきましょう。 

 

  

「命の鼓動 ～輝く未来に向かって～ 」と題した島田妙子さんの講演を全校生が視

聴しました。幼少期に虐待を受けた島田さんの言葉は重く、自身の経験を交えなが

ら語られる内容一つひとつに説得力がありました。新生徒会役員による意見交流の

場でも活発な感想交流ができ、20分以上発表や質問が途切れず、深い学びにつなが

る貴重な時間となりました。講師の先生は、生徒の純粋さや積極的な姿勢に大変感

心されていました。※ 参加者の感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1年生が総合学習の時間に佐治で校外学習を実施しました。アントレプレナーシ 

ップ事業の一環として佐治倶楽部の方々を講師に迎え、「空き家活用と起業、地域づ 

くりについて」と題して話をしていただくとともに「本町の家」「センバヤ」「衣川會 

舘」の見学をさせてもらいました。普段何気なく目にしてる街並みやそこにあるこ 

とが当たり前の建物も、丹波市外の人から見れば価値があり、魅力的なものである 

と気づかされました。ふるさと青垣の良さを再発見する貴重な時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

本日、令和４年度の修了式を終えました。今年度も感染症の影響を受け、何かと制

限がかかる中での学校生活となり、保護者の皆様にもいろいろとご心配をおかけし

たことと思います。しかし、様々な面で学校の教育活動にご理解・ご協力をいただ

いたことにより、今年度を終えることができました。この場をお借りして厚くお礼

申し上げます。本当にありがとうございました。 

【学校教育目標】 

 ＝ふるさと青垣を愛し 自ら学び  

たくましく生きる児童生徒の育成＝ 

 

学校通信 

３月号 

R５.３.24  

      

 

４月の行事予定 

挫折ではなく気付きという言葉がとても心に残りました。最近、思い通りにならなくて 1 人でため込んで

いましたが、今日のお話を聞いてスッキリしました。「できたらいいな…」ではなく「できるんだ！」と心の中

で思って、これから何かあったときにふんばりたいです。自分の悩みが些細なものと思えるぐらい島田さ

んの過去がすごくつらいものだったので、ひらきなおってポジティブに生きていきたいと思いました。私

は自分のことがあまり好きではありませんが、自分しかできないことをしっかりと見つけて、少しでも自分

のことが好きになれるように生活していきたいです。 

※ SCの勤務が何曜日になるかは未定です 

5月の予定 

1日…交通安全教室   27日…オープンスクール及び PTA総会 

25～26日…中間考査  29日…振替休業 

部 給 予　　　　　　定 下校時刻

1 土

2 日

3 月 春季休業

4 火 春季休業

5 水 春季休業

6 木 春季休業

7 金 ○ × 着任式、始業式 14:30

8 土

9 日

10 月 ×
2.3年

給食

入学式練習・準備
2.3年給食開始・4時間授業

13:45

11 火 ○
2.3年

給食
第63回入学式・職員会議 ・2.3年4時間授業 15:00

12 水 ×
2.3年

給食
課題テスト（2年）・5時間授業 14:45

13 木 ○ ○ 身体測定・尿検査・1年給食開始 17:30

14 金 ○ ○ 新入生歓迎会（午後） 17:30

15 土

16 日

17 月 ○ ○
心電図検査
平和セレモニー（6校時）

17:30

18 火 ○ ○ 全国学力・学習状況調査（3年：国・数・英） 17:30

19 水 × ○ 15:45

20 木 ○
1.2年

給食 修学旅行（3年） 17:30

21 金 ○
1.2年

給食 修学旅行（3年） 17:30

22 土 修学旅行（3年）

23 日

24 月 ○
1.2年

給食 振替休業（3年） 17:30

25 火 ○ ○ 17:30

26 水 × ○ 課題テスト（3年） 15:45

27 木 ○ ○ 専門委員会 17:30

28 金 ○ ○ 生徒集会（朝） 17:30

29 土 昭和の日

30 日

日付



 


